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では Moderate Resolution Imaging Spectroradiometer：MODIS による昼夜地表面温度）と気象データ
を用いた NTDI の利用可能性について探った。まず、MODIS による地表面温度の精度および衛星の通過
する時間が NTDI の計算に及ぼす影響を検討し、最後に、黄土高原約 100km2の NTDI 値の空間分布を算
出した。NTDI の空間分布は植生指数（NDVI）や土地利用の空間分布に酷似していたが、NDVI と比較す
ると土地利用間の地表面湿潤度を細かく区別できるという利点を持っていた。すなわち、土地利用ご
との蒸発散量のランキングが NDVI では一致しなかったのに対し、NTDI では一致した。 
 
本研究で開発された NTDI 指標は地表面の熱慣性の理論を乾燥域植生地に適用した初めての試みで
あり、水分効率を評価する際の有効な指標であることが実証された。その結果は乾燥地研究で有名な
SCI 誌に発表されている。さらに、衛星データと気象データを同化することにより、NTDI 指標は局地
－広域スケールにおける干ばつモニタリングに有効なツールに成りうることが示された。本研究は乾
燥地における湿潤度モニタリングの手法を新たに提示したということで、高い学術的価値を有するも
のであり、本審査会は本論文を学位論文として十分価値があるものと判定した。 
 
 
